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　一方，尖閣諸島の国有化には，石原慎太郎東
京都知事の主張する「東京都による購入計画」
（実効支配強化のために島に様々な施設を作
る）がある。これを阻止し，日本の実効支配強
化が進むことへの中国の懸念を抑え，尖閣諸島
の「平穏かつ安定的な維持管理」を続けるため
に，日本政府が国有化に踏み切ったと説明され
ている。
　ふたつの意味のないパフォーマンスが，事態
を引き寄せたともいえる。歴史の局面では，池
に投げられた小石の波紋が周囲に広がっていく
ことがある。
　しかし，負の連鎖を生んでしまう動きが生じ
たこと自体，水面下には反発するエネルギーが
充満していたことを示している。こちらをこそ
問題にすべきであろう。
　クォン・ヨンソクは，韓国側の人々の意識を
次のように説明している。
　領土問題と言っても，韓国における「独島」
と「竹島」は問題のレベルが違います。
　韓国には強い自己意識があります。「朝鮮半
島は９００回以上，侵略を受けた」「だが自分
たちからは侵略していない」というものです。
史実はともかく，国民的な物語として共有して
います。大陸からも海洋からも侵略され，抵抗
を繰り返す中で，「自分たちの領土」の意識が
強くなりました。韓国のナショナリズムの源泉
です。
　（中略）たしかに韓国人の「領土を守る」と
いう意識は強烈です。でも彼らにすれば，隣国
に植民地支配された屈辱の歴史があるので，こ
の意識は強くならざるをえません。その象徴が
「独島」であり，ここから日本の韓国支配が始
まったとみているのです。
　先月（２０１２年8月）２９日，日本の参議
院が韓国に抗議決議をしましたが，この日は
１９１０年の韓国併合条約の公布・発効の日で
す。韓国では「国の恥の日」と呼んでいます。
韓国にとっては，「植民地支配の象徴だ」といっ
ているのになぜ日本が領有にこだわるのか，理
解できないでしょう。
　韓国紙が「日本は１０２年前と変わっていな
いのでは」と報じたように歴史の逆戻りにも見
えるし，「植民地支配を反省していないのか」
と疑うかもしれません。韓国にとって
　「独島」は領土問題ではなく歴史問題と言わ
れるのはこうした意識があるからです。
２０１２年9月12日　朝日新聞
「領土とナショナリズム」クォン・ヨンソク
　一方の尖閣諸島問題である。
　１９７２年に，国交正常化のときに，周恩来
と田中角栄は尖閣問題について双方は「今後の
解決に残す」ことで共通認識に達していた。さ
らに７８年の平和友好条約の調印に際して，鄧
小平は，日本記者クラブで行われた会見で「国
交正常化の際、両国はこれに触れないと約束し
た。今回、平和友好条約交渉でも同じように触
れないことで一致した。中国人の知恵からして
こういう方法しか考えられない。というのは，
この問題に触れるとはっきり言えなくなる。こ
ういう問題は一時棚上げしても構わない，次の
世代は我々より，もっと知恵があるだろう。皆
が受け入れられるいい解決方法を見出せるだろ
う」と述べている。争議を棚上げにして，今後
の解決に残す」ことを鄧小平は黙約している。
　したがって，中国側にとっては，このときに
棚上げにするとして，外交的な譲歩をしたにも
かかわらず，今回，日本が尖閣諸島の国有化を
行ったことはその信頼を裏切ったと映る。
　お互いの主張をほぐしていくと，双方が，自
分のみかたが正しいことを確信しており，それ
以外のみかたはないと思い込んでいる。
　しかし，そこから見えるのは，「国境とか，
領土とかが政治的擬制である」という事実であ
る。
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ナショナリズムと教育－「国境」の授業への一考察－
　日本，韓国，中国ともに２０００年にはいっ
て，グローバル化のなかで，格差と貧困が広
がってきている。特に，青年層のなかに閉塞感
が強い。その不満や不安が，外に向かっては
人々を攻撃的にし，内に向かっては自分よりも
さらに下層にいるものを虐げ，排除して安心す
る動向につながっている。
　そのような人々にとって，「他者」を外国に
求めて，攻撃する，ナショナリズムの空間は居
心地がよい。「国内」にいる限り，反撃されずに，
不満を吐き出すことができる。そうした空間に
とどまり続けて思考しようとしている。そうし
た流れの中で，双方から見る「竹島」「尖閣諸島」
は，ゆがんで見えざるを得ない。
　自分とは無縁の絶海の孤島を，自分の共同体
と見なすにとどまらず，先に踏み越えていく必
要がある。「国境」のその向こうにある隣国の
人々との共同性にまで想像力を膨らませること
が大切になる。隣国の人々とどのように共生し
ていくかのイメージを持つことが前提となるの
ではないか。
　ナショナリズムを客観化しうる力をつけるこ
と。周囲との雰囲気の中で突き動かされても，
自分のなかに「覚めた自分」を保つ姿勢を大切
にしたい。そのような視角から授業を構成する
必要がある。
